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特集●医療安全のさらなる推進に向けて

医療安全施策の動向〜行政の取組 山梨県中北保健所所長 古屋 好美
医療安全支援センターの取組と医療機関との連携 横浜市健康福祉局医療安全課 浜田 進一
病院における医療安全管理体制〜特定機能病院の取組を通して

東京慈恵会医科大学附属病院医療安全室室長 海渡 健
医療安全管理における看護職の役割と地域連携の推進 日本赤十字社医療事業部医療安全課長 杉山 良子
医療安全にかかわる人材育成〜効果的な教育を目指して〜教育機関の取組

公益社団法人地域医療振興協会地域医療安全推進センター長 石川 雅彦
医薬品の安全管理体制〜職種間連携による医療安全の向上 北里大学病院医療安全管理室 荒井 由美
医療事故防止に向けて〜原因究明と再発防止

公益財団法人日本医療機能評価機構医療事故防止事業部部長 後 信
インシデント・アクシデントレポートの活用

東京大学大学院工学系研究科機械工学専攻社会連携講座特任教授 濱口 哲也
●特別寄稿

安全な物的環境を考える 工学院大学建築学部 筧 淳夫
●視点

公衆衛生の期待に関すること 長崎大学熱帯医学研究所国際保健学分野准教授．NPO災害人道医療支援会会員 奥村 順子
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今回は，前回に引き続き「若者の精神保健」の特集で
す．5 月号と6 月号の 2 回合わせて 16 人の先生方にとて
も多彩な内容をご執筆いただくことができたと思っています．
特に今回は，社会的支援，地域での支援，デイケアなど
について，5 人の先生方に，ご執筆いただきました．ぜ
ひ，現場で役立てて頂きたいと思います．

いわゆる「精神」の問題は，保健所や市町村の現場
で，簡単に対応できることは少なく，むしろほとんどが対応
に苦慮しているのではないかと思います．加えて，その問
題の内容もきわめて多様であり，事例ごとにさまざまな特徴
を持っています．しかも長期化し，完全に問題が解決する
ことはないことのほうが普通ではないかと思います．しかし，

私たちは対応が困難な事例に地道に根気よく立ち向かって
いかなければなりません．今回の特集が，「精神」を担当
している公衆衛生従事者の業務の参考になれば幸いです．
「参考になれば幸いです」と書きましたが，実は，今回，
ご執筆いただいた中に，具体的には当然書けないのです
が，私の勤務している保健所で現在対応に悩んでいる事
例に大変参考になる内容がありました．とはいえ，大変参
考になったとしても，「精神」の問題ですから，簡単に解
決できるわけではありません．前述したとおり，所員と一緒
に頭をひねって，地道に根気よく立ち向かっていこうと思っ
ています．

(西田茂樹)
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編集顧問

多田羅浩三 財団法人日本公衆衛生協会

会長，大阪大学名誉教授

編集委員 (50 音順)

阿彦 忠之 山形県健康福祉部次長・山

形県衛生研究所長

高鳥毛敏雄 関西大学社会安全学部教授

成田 友代 世田谷区世田谷保健所長

西田 茂樹 福島県会津保健福祉事務所長
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